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 『ブラックベリー』の主要な登場人物は3人。

RIMの創業者であるマイク・ラザリディス

（ジェイ・バルチェル）とダグラス・フレギン

（マット・ジョンソン）、そして、後から共同

CEOとして経営に参画した凄腕のビジネスパー

ソンであるジム・バルシリー（グレン・ハワー

トン）です。それぞれの性格などは大幅な脚色

もあるとされていますが、登場する社名や人名

はすべて実在の企業・人物そのままです。

　開発の中心を担うのは天才開発者であるマイ

ク。しかし、マイクは典型的なオタクタイプの

エンジニアで営業センスは皆無です。親友のダ

グは映画好きのオタク開発者集団を盛り上げる

ムードメーカーでしたが、この2人だけではス

マートフォンの原型といえる画期的なアイデア

をビジネスに展開することができませんでした。

　しかし、ジムの参画で風向きは変わります。

ジムはサークルノリの社員たちを怒鳴りつけて

叱咤し、準備も整わない段階で強引に営業をか

けます。「完璧は善の敵だ」というジムと、「妥

協こそ人類の敵だ」とするマイクは対立もしま

すが、結局はジムの剛腕が会社を引っ張り、大

手通信キャリアであるベライゾンとの契約に至
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フィクションのなかに潜むHRMの本質に学ぶ
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「明日のプレゼンまでにプロトタイプを作れ」とジムに無茶振
りされ、必死に開発に取り組むマイクとダグ。修羅場ではあ
るが、開発に没頭する彼らはどこか生き生きとして見える。

� � � s � w � ^ 
 ¼

2023年5月全米公開
監督：マット・ジョンソン
キャスト：ジェイ・バルチェル、
　　　　  グレン・ハワートン、
　　　　  マット・ジョンソン ほか
※U-NEXTにてレンタル配信中
© 2023 Budgie Film Inc. All rights reserved.
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ります。その後、新製品ブラックベリーは北米

の携帯電話市場を席巻し、RIMは急成長します。

　この作品では、MBAコースの教科書に採用

したくなるほど典型的なイノベーションがリア

ルに描かれています。その1つが「顧客の創造」

です。ピーター・ドラッカーは『マネジメント』

で「企業の目的は顧客の創造である」と定義し

ました。まだ誰も見たことがない、欲しいとも

思っていない革新的なものを生み出すことに

よって、そこに新たにニーズが生まれ、新たに

市場が生まれる。マイクとジムはこれを実現し

ました。携帯電話でメールの送受信を可能にし、

両手の親指で端末のキーボードをクリックする

新たなスタイルを生み出したのです。顕在化し

ているニーズに合わせるのではなく、顧客のま

だ言語化できていないモヤモヤした欲求を形に

できたことが彼らの成功の大きな要因です。

　また、業界内でマインドブロック（無意識の

思い込みで「どうせできない」と行動を制限す

ること）となっていた技術的な障壁を乗り越え

たことも成功要因です。当時のネットワーク技

術では、メール受信の同時接続はせいぜい10台

程度が限界でした。しかし、マイクは自社の巨

大コンピュータをサーバーとする画期的な方法

により、50万台の同時接続を可能にしました。

　では、なぜマイクはこのマインドブロックを

乗り越えられたのか。それには、初期RIMのオ

タク集団的な組織風土が影響していると考えら

れます。固定化した考え方に反発し、おもしろ

がっていろいろと試しているうちに偶発的に打

開策を発見する。反逆精神があり、自由を重ん

じるいわばヒッピー的な文化のある組織ではこ

のようなブレイクスルーが起こり得るのです。

　その組織風土を象徴するのが、仕事を切り上

げ、全員でワイワイやりながらオフィスで映画

を楽しむ「ムービーナイト」です。遊びと仕事

の境目がない自由さが初期RIMの原動力でした。

　このヒッピー的なカルチャーと企業的な効率

性がうまく融合できれば理想的ですが、現実的

には難しいことも事実です。RIM（2013年から

はブラックベリーに社名変更）も成功とともに

「企業化」し、初期の自由さは失われていきまし

た。映画の中盤では、マイクはオタク開発者か

ら経営者へとキャラクターをシフトし、髪形や

服装もガラッと変わります。

　彼らの凋落もまさに教科書通りでした。「イノ

ベーションのジレンマ」に陥ったのです。新た

なイノベーションであるiPhoneの登場にマイ

クは焦りますが、自らが生み出した親指クリッ

クへのこだわりを捨てることができませんでし

た。その結果、ブラックベリーは「iPhone以前

の端末」となり、競争に敗れたのです。

MOVIE

スティーブ・ジョブズによるiPhone発表のプレゼンに見入る
マイクとダグ。優れた開発者だからこそ、iPhoneの革新性と
ブラックベリーの危機を直感的に理解した。

Text=伊藤敬太郎　Illustration=信濃八太郎　Photo=平山 諭

Noda Minoru リクルートワークス研
究所特任研究顧問。専門分野は組
織論、経営戦略論、ミーティングマネ
ジメント。

『ブラックベリー』に学ぶ
イノベーションのメカニズム
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から」「努力不足だから」「男らしくないから」

ではなく、そう思わせる社会構造にあると気づ

いた。自分のセクシュアリティを受け入れ、カ

ミングアウトもした。しかし、同性愛を「治す」

ため病院に連れて行こうとする父を拒否できず、

「理解ある息子」であろうと従った。今となって

はおぞましいそんな記憶も、包み隠さず書いた。

　語ることは「自分の傷と誠実に向き合い、回

復するための手段」と記した星野さん。そこに

は声を上げられなかった誰かの背中を押したい

思いもあったという。

 「抑圧や暴力にさらされた経験を持ちながら、

一人で黙って背負い込んでいる人は少なくあり

ません。私の語りが『鏡』となってそれぞれの

人生を映し出す役割を果たせればと。実際、出

版祝いに集まってくれた友人たちは、家庭や学

校、職場で経験した、あまりにつらく20年来の

付き合いでも明かしたことのなかった物語を涙

ながらに語りだしました。読者の感想も、自身

の生育歴をびっしりと綴ったものが多かった」

 「何度も読み返した」「抱きしめたくなる本」「世

に出してくれてありがとう」。そんな熱い共感を

呼び、2025年7月の刊行以来、版を重ねている。

　著者の星野俊樹さんは教員歴20年の元小学

校教師。2017年から東京の私立小学校で「生と

性の授業」を始め、注目を集めた。「女子力」と

いう言葉にモヤモヤした児童のつぶやきや、「ホ

モ」という落書きなど、日常の出来事からジェ

ンダーやセクシュアリティについて考えを深め

ていく。その実践と背景をまとめたのが本書だ。

 「男らしさ」に苦しんだ生い立ちから書いた。

家父長的な家庭で、小さい頃から社会で「勝者」

になることを求められた。スポーツよりインド

アを好むと父に「女の腐ったやつ」と言われ、

成績が下がると殴られた。進学した男子校は体

罰や暴力が蔓延。「男らしさ」を競い合う文化の

なか、生き残るためにエキセントリックなキャ

ラを演じ、ゲイであることもひた隠しにした。

男性にこそ 
フェミニズムに触れてほしい

　大学進学を機に、フーコーの著作やフェミニ

ズムに出会い、自分の苦しみの原因は「無能だ

著
者
と
読
み
直
す

著者は、ジェンダーやセクシュアリティに関するユニークな
教育実践で知られる元小学校教師。原動力となったのは、家
父長的な家庭や「男らしさ」を競い合う学校で、傷つき、生
きづらさを感じてきた自身が、フェミニズムと出会い、救わ
れた経験だった。苦悩を社会構造のなかで相対化する視点、
負の感情に向き合いながら紡ぐ言葉、変容する子どもたちの
姿を通じ、フェミニズムが生活で、教室でどう息づいている
かを知ることができる。（時事通信社刊）

Text=石臥薫子　Photo= 今村拓馬

本 日 の 1 冊

星野俊樹

とびこえる教室
フェミニズムと出会った僕が
子どもたちと考えた「ふつう」

最後のページを閉じたとき、
「面白かった」「ためになった」だけで
終わらない本がある。
そんな “後を引く” 本を、
著者と一緒に読み直す。
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やジェンダー平等を目指してはいるけれど、その

前に『私もあなたもみんな幸せになろう』という

思想であり運動だと思う」と星野さんは言う。

語り方を批判し声を封じる 
トーンポリシング

　後半は、そんなフェミニズムをベースに実践

してきたジェンダー教育がテーマ。ここでも葛

藤や失敗を明かした。特に「取り返しのつかな

い過ち」と悔やんだのが、ジェンダー規範につ

いての授業の最後に配った学級通信。「『女子力』

という言葉は確かにやっかいだが、ヒステリッ

クな態度で拒絶するのではなく、その言葉が持

つ社会的な意味合いに対して自覚的でいること

が一番大事だと思う」と書いた。なぜ、あのとき、

女らしさを強いる規範に異議を唱えた子どもの

声を「感情的なもの」と矮小化してしまったのか。

　星野さんは「ビジネスで成功している父親た

ちに、理性的でバランスが取れた先生と評価さ

れたい欲望があった」とし、これは「トーンポ

リシング」の典型例だと分析した。トーンポリ

シングは、内容ではなく「感情的」などと語り

方を批判し声を封じる行為だ。マジョリティが

マイノリティに語り方を指南する「矯正型」、マ

イノリティがほかのマイノリティに「マジョリ

ティをざわつかせない語り方」を要求する「迎

合型」、それらの「複合型」に分け詳しく論じた。

 「読者からはもっと知りたいという声が多かっ

た。多くの人がトーンポリシングをしていない

か、されていないか気づけるようになってほしい」

　タイトル『とびこえる教室』には、性別も世

代も、価値観もとびこえるという意味を込めた。

とびこえるには、知ることが大切だと気づかせ

てくれる一冊だ。

 「私はフェミニズムに救われた」と言い切る星

野さん。だが世の中でフェミニズムは「男と肩

を並べたがる男嫌いのヒステリックな女の思想」

というイメージがいまだ根強い。だから、（出生

時に割り当てられた性別と性自認が一致してい

る）シスジェンダー男性である自分がどう救われ

たのかを詳しく書くことで、フェミニズムへの

誤解を解きたかったと話す。

 「絶えず強さと有能さを求め続けられる社会で

は、男性として生きるのも本当に大変。もちろん、

たくさん特権はあるけれど、傷つくことも多い。そ

の傷に蓋をしたまま、がむしゃらに走り続けてい

る人にこそ、フェミニズムに触れてほしい」

　自分がどういうジェンダー規範に縛られてき

たかに気づくことができれば、規範から距離が取

れるようになる。自分自身と健全な関係を結べる

と、他者とも、支配や抑圧ではない健全な関係を

結べて幸せになれる。「フェミニズムは社会正義

Book stories

Hoshino Toshiki　慶應義塾大学総合政策学部卒
業後、雑誌編集者を経て小学校教師に転身。公立
小学校勤務の後、京都大学大学院教育学研究科修
士課程を修了。私立小学校で教員としてのキャリ
アを重ね、独自に取り組んできたジェンダー平等
を目指す教育実践が注目される。2025年3月末
に退職し、現在は執筆や講演などを通じ幅広い発
信に力を注いでいる。

私
が
ど
う
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
救
わ
れ
た
か
を
書
く
こ
と
で
、

フ
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編 集 後 記

適正な筋力、適正なバランスと量の食事、
適正な睡眠を維持することが、適正な体重・
体型につながる、とわかっていながら、即
効性が高く、楽にできそうな聞こえのよい
ダイエット話に飛びついてしまいます。そ
して体重が少しだけ減って、リバウンドし
て前より重くなる、の繰り返し。今号のテー
マは、「人事」を対象としたダイエットで
したが、自分の弱さを問われているような
耳の痛い話ばかりでした。正しく、地道に
努力を重ねていくこと。ダイエットに近道・
抜け道はなさそうです。 （佐々木）

この4月、文化庁が国立の博物館・美術館
に自己収入の数値目標を設定し、目標に達
しない場合には見直しの対象になるといい
ます。そこに含まれる上野の国立西洋美術
館は、松方コレクションを礎に傑作を歴史
を追って概観できる素晴らしい常設展を有
しますが、入場料はたった500円。アート
への興味を喚起し、美意識を涵養する場と
していつまでも、誰もが気軽に入れる場所
であってほしいと願います。長期的な視野
に立ったとき、この「ダイエット（見直し）」
は果たして正しいのでしょうか。 （入倉）

ダビデ像は美の象徴としてポピュラーで、
理想形です。しかし私に必要な身体かとい
えば違う気がします。私が携わるデザイン
の作業は、「インプットとアウトプットのバ
ランス」が大切だと感じます。何かに出会
う（インプットする）ために外に出ることが
億劫になり椅子の上の時間がどうしても多
くなってしまいます。何かに出会うために
遠くまで歩ける身体と瞬発力、それが私の
理想形なのかもしれません。 （森田）

No.196   Jun-Jul 2026

F R O M   E D I T O R S

発行は、2026年8月10日（月）です。

（仮題）

次号No.197のテーマは

Next

「活躍寿命」を延ばせ
少子高齢化による労働力不足が進むなか、

企業には「長く働ける」だけではなく、

「長く活躍できる」環境づくりが求められています。

その鍵となるのが、能力やスキルの向上のみならず、

心身の健康や生きがいの豊かさにもフォーカスする

「キャリアロンジェビティ」という概念です。

本特集では、世界で広がるロンジェビティの最新潮流も踏まえながら、

若手からベテランまで社員一人ひとりが「キャリアの旬」を長く保つために、

人事は何を支援すべきかを探ります。
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B A C K  N U M B E R S

お問い合わせ先
株式会社インディードリクルートパートナーズ

リクルートワークス研究所
web／https://www.works-i.com

e-mail／works@r.recruit.co.jp

STAFF
発行人／堀川拓郎

編集長／佐々木貴子

編集／入倉由理子、石臥薫子、伊藤敬太郎、瀬戸友子、森 亜紀

執筆／荒木 恵、有馬知子、石原直子、井上陽子、荻野進介、

　　　川口敦子、竹田ダニエル、浜田敬子

デザイン／フロッグキングスタジオ

フォト／伊藤 圭、今村拓馬、刑部友康、平山 諭

イラスト／市村 譲、信濃八太郎

校正／ディクション

印刷／北斗社

定期購読は３回、６回をご指定いただけます（隔月偶数月10日発行）。
バックナンバーも含め、1冊のみのご購読も可能です。
[お申込み方法]
ネット書店「富士山マガジンサービス」からのお申し込みとなります。
インターネット

https://fujisan.co.jp/pc/works
電話

0120-223-223（通話料無料 年中無休）
9時～ 21時：オペレーターによる受付対応
※ご利用に際して、富士山マガジンサービスの利用規約に準じます。

購読料1冊700円（消費税込み・送料無料）

F R O M   E D I T O R S

No.188 2025. 02-03

インドの人材力
No.189 2025. 04-05

長寿就労社会
定年“消滅”時代、
あなたはどう働きますか？

No.190 2025. 06-07

本気の女性リーダー育成
No.191 2025. 08-09

「失われた30年」を検証する
社会×働く 何が変わり
何が変わらなかったのか

No.192 2025. 10-11

次の10年　
雇用の未来を描く

No.194 2026. 02-03

適材適所の葛 藤
No.195 2026. 04-05

経営とインクルージョン
No.193 2025. 12-2026.01

採用のジレンマ

Works 編集アドバイザリーボード
秋田夏実（みずほフィナンシャルグループ 執行役常務 グループCCuO兼グループCBO）
伊藤かつら（人事院 顧問）
岡田悠希（ポーラ HR本部 本部長）
加藤 司（ミスミグループ本社 常務執行役員 CHRO 兼
　　　　人材・法務プラットフォーム・ハブ代表役員）
鈴木雅則（セールスフォース・ジャパン 専務執行役員 人事本部長）
曽山哲人（サイバーエージェント 常務執行役員 CHO）
中根弓佳（サイボウズ 執行役員 人事本部長 兼 チームワークあふれるまちづくり室長）
西田政之（YKK AP 専務執行役員 CHRO 兼 人事戦略本部長）
日髙達生（楽天グループ グループ人事統括部 ジェネラルマネージャー）
平松浩樹（富士通 取締役執行役員専務 CHRO）
三木祐史（旭化成 人事部人財・組織開発室 室長）
※50音順・敬称略






